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1ま え が き

この試験は畑地の生産性 を高めるため,冬作により新鮮

有機物を確保し,そ の合理的なすき込み法と後作の生育収

量及び跡地土壌への影響を倹討することを目的とした。そ

のため,冬作にォォムギを栽培 し,実取り後の麦稗すき込

みが後作のハクサイの生育・収量及び土壌の理化学性 に及

ぼす影響について昭和52年に検討したので報告する。

2 試 験 方 法

試験場所は福島県農業試験場の圃場で,沖積埴壌土であ

る。 1区面積は la,1連制 とし,供試面積は 5aでぁる。

栽培体系はオオムギーバタサイである。

耕種法についてはォオムギはドリルムギを供試 し,播種

期 10月 23日 ,栽植様式,座幅70m条播,播種量 lt9/a)

05,施肥豊 (A9/a)N:046 ■Q:062 聰0:042・

消石灰60と し,ハ タサイは耐病60日 を供試 し,播種期・

8月 10日 ,栽植様式・畦幅70師株間35昴 ,播種量に /a)

01,施 1巴量。N:30,P2∝ :20・ 島0:28と した。な

おオオムギは′ヽクサイ畦間播種 とした。

試験区の構成は表1に示す通 りである。すき込みの方法

についてはプラウ区は大麦子実収穫後,直 ちに無機質を施

用し,プ ラウですき込んだ。ロータリ区は無機質を施用後,

ロータリで軽くかくはんした。

表 1 試験区の構成

項  目

3試 験 結 果

オオムギ : 播種後,発芽揃いは良かったが,ハ タサィ

日間播種のため,初期生育は睡盛でやや軟弱ぎみとなつた。

越冬後は生育が良好であり,生育後期に茎葉が濃くなり,

一部うどんこ病の発生もみられた。出穂期は5月 7日 で,

成熟期は6月 17日 となりやや遅くなつた。麦稗量は生稗量

でa当 り約150り となり,乾物率は約15%と なつた。全量を

試験区の構成によつてすき込んだ。子実収量はa当 り約48

りとなつた。
ハクサイの生育・収量 : 生育の経過は播種後適雨があ

り,発芽揃いは良好であったが, 8月 下旬より多雨のため

やや軟弱ぎみとなり,収穫期がやや遅れた。9月 27日 の調

査では,堆 1巴区に比べて各区とも最大葉及び外葉の広がり

はやや大きくなり,葉数はプラウ(尿素 )区が同程度,他
区が少なくなった。地上部重は,― タリ(尿素 )区がやや

重 く,他区は軽くなり,特にブラウ(無 )区及び無堆肥が

少なくなつた。収穫期における調査では,堆 1巴区は外葉数

が13枚 ,外葉重が800夕 台となり,他区は少ためとなり,特

に外葉重はロータリ(尿素及び無 )区 ,プ ラウ(無 )区及

び無堆肥区が600夕 と少なくなつた。 他の形質はほとんど

差がなかつた。上物収量は堆肥区に比べてプラウ(尿素・

石灰窒素 )区がやや多収となり,無堆肥区及び 無機質無

添加区の両区が少収となり,a当 り100″ 以上少なかつた。

くず重は無堆肥区及び ロータリ(石灰窒素,無 )区が多

くなり,a当 り100んρ以上となった。乾物率は各区とも差が

なく,収穫時において球は4%,外葉は5～ 6%,根 は15～

18¢ 台となつた(表 2・ 図 1)。

作物の養分吸収 : Nの 吸収についてみると, ロータリ

(尿素・石灰窒素 )区,ブ ラウ(尿素 )区で堆1巴区と同程

度またはそれ以上となったが,無添加区は無堆肥区よりも

すき込み時期
すき込み方法
無 機質 添 加
対 照  区

6月 21日
ロー タツ,プ ラウ

石灰窒素 30じイa,尿素 30切/a,無
堆肥 30m″a,無堆 IIE

表 2生 育 調 査

調 査 月 日 9月 27日 11月 1日  (収穫時

試 験 区 名 隷難ω
献軸③

勲
ω

麟
０

地 上
部 重
(夕 )

献難ω

最 大
葉 幅
0

外葉数

ω

外葉重
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26 9

26 1

24 5

27 0

256
25 3

24 2

23 8

190
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173
192
181
186
171
164

158
161
146
169
15 6

158
158
169

491
489
45 8

50 7

47 1

488
477
449

647 0

5300
5150
533 0

555 0

3950
4260
60, 0

33 7

34 2

342
32 ,

33 1

33 7

33 6

337

24 0

24 1

23 8

22 2

23 0

23 6

23 3

22 8

10 6

119
108
117
115
106
116
133

659 0

744 5

670 0

724 0

7515
6465
699 0

818 5

151
147
140
157
152
144
150
147

207
210
20 6

212
212
197
219
214

213
185
211
202
184
229
192
197

注.畦に直角な外葉の広がり。
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図 1 ハクサイの収量調査

劣つた。ロータリ・ プラウ区 とも尿素及び石灰窒素を添加

することにより,結球月巴大前の N吸収が高まった。収量に

対する吸収 Nの効率についてみると,無堆 1巴区が最も低く,

プラウ (尿素・石灰窒素 )で 高くなつている (表 3)。

表 6 Nの 時期別吸収

注. A―播種～収穫 1カ 月前
B― 収穫 1カ 月前～収穫

土壌の理化学性 : 土壌中のNH4-N+N03-Nの 発現の

推移は,ロ ータリ区が結球開始前に高まる傾向を示 した。

跡地の土壌についてみると,石灰窒素添加区では尿素添加

区よりもpHの 低下が少なく,塩基飽和度も同様の傾向を示

した。跡地土壌の培養による無機態窒素の発現に大きな差

は認められないが,イ ンキェベーション積算温度1,600-2,000

Cでは堆肥>ロ ータリ>ブラウすき込みである (表 4)。

物理性は,― タリ(尿素 石灰窒素 )区 及び プラウの

各区の10～ 15印 でわずかであるが, 無堆 1巴に比べてVe

が小さくなり,全子L隙が大きくなつている。孔隙分布につ

いてみると, ロータリ(尿素・石灰窒素)区 の0～ 5・ 10

～ 15¨,プ ラウ (尿素・石灰窒素 )区の10～ 15mが pF

0～ 15での孔隙が無堆肥より多くなっている (表 5)。

表4 跡地土壊の化学性

表5 跡地土策の物理性

4 ま

オオムギの子実収穫後に麦得をすき込んで後作のハタサ

イに対する生育収量は,堆肥 3t/10a施用区に比べて,石

灰窒素及び尿素 を添加 してプラウですき込むことになり,

同程度の上物収量となり, くず重の割合も少なかつた。無

堆肥区,無機質無添加の両区が少収となり,特に無堆lEで

くず重が多くなつた。以上のように,麦禅すき込みに尿素

あるいは石灰窒素を10a当 り30均程度を添加すると十分に

ハタサイの畑における堆lE源になると考えられる。 叉 ,

石灰窒素や尿素を添加することにより,Nの吸収量が堆1巴

3t施用程度となり,Nの吸収パターンも堆肥に近い傾向と

なる。
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試 験 区 名
時期,1吸収量絆 a) 吸収比率の

ぼ卿A B 計 A B

1ロ ータリ (尿素 )

2   ク(たつて窒素)

3 ″ (無 )

4プ ラ ウ (尿素)

5  ″(石灰窒素)

6 ″ (無 )

7無  堆  肥

8堆 肥  3t

092
081
069
084
092
060
0 69

0 87

111
108
075
100
073
1 02

1 23

0,6

203
1 89

1 44

1 84

165
1 62

192
1 83


